
 
 路線バス事業者の共同運行に伴う路線バスの利便性向上と利用環境の整備
 

  ～共同運行路線のバス停デザイン共通化～
　　　 　　（総合交通体系推進費）
　　　　　　

※令和８年度松江市一般会計当初予算資料を一部改変

令和8年4月の一畑バス・松江市交通局の2社局による共同運行開始にあわせ、共同運行路
線のバス停ラッピングなどを行い、利便性の向上と利用環境の整備を行う。

令和8年度 事業費：1,624千円、財源：国738千円

Ⅳ  どだいづくり
   〈都市デザイン（水辺・公共交通）〉

〇共同運行路線のバス停デザイン共通化

・共同運行路線であることが一目で分かるよう、バス停をラッピングするとともに、2社局の停車時刻を
　一元化した、わかりやすい時刻表を掲出し、利用環境を整備する。
・事業を実施する松江市公共交通利用促進市民会議に補助金として支出して、市民会議にて実施する。

時刻表の一元化

【一畑バス時刻表】

【市営バス時刻表】
【一元化時刻表】

共同運行路線 バス停ラッピング
イメージ

※画像は「ばけばけ」ラッピングの
　もの。事業では「共同運行をPRで
　きるデザインで作成。

【従来の時刻表】
【共通時刻表】

【資料3】


